
小規模事業場ストレスチェック実施義務化
その他安衛法改正について

令和８年１２月１０日

田辺労働基準監督署 安全衛生課ひと、くらし、
みらいのために



・Ｒ５は１０件 Ｒ６は７件 Ｒ７は１１件 （３年とも死亡０件）

・休業３０日以上の災害が５７%を占める。 ⇒長期化といえる

・男性 ８６％ 女性 １４％

・６０歳以上は６８％ ⇒他業種に比べると非常に高い

・経験期間は１年から５年未満が最も高い（４３％）

次が１０年以上（３６％）＜２０年以上でみると１８％＞

・発生月は３月（２１％）、５月（１８％）が多い

ハイヤー・タクシー業における労働災害の特色①
（Ｒ５ ～Ｒ７ 和歌山県内、休業４日以上、コロナ除く）



ハイヤー・タクシー業において多い災害

１位 交通事故 ＜車＞ ２９％

２位 転倒 ＜通路等＞   ２５％

３位 動作の無理な反動 ＜荷、起因物なし＞   ２１％

※人からの暴力を受けたもの うつ病等精神障害 なども

ハイヤー・タクシー業における労働災害の特色②
（Ｒ５～R７ 和歌山県内、休業４日以上、コロナ除く）



小規模事業場でのストレスチェックが義務化に！



公布後、３年以内に政令で定める日から施行

⇒令和10年４月１日、小規模事業場（労働者数50人未満の事業場）においても

ストレスチェックの実施等が義務化に！

・何人以上という下限値はなく、労働者を１名でも雇っていれば対象に

・業種はすべての業種が対象

小規模事業場ストレスチェック制度実施マニュアル（令和８年２月策定）

⇒基本的に、外部機関に委託して実施

 

まずは

心づもりをしてください！

小規模事業場でのストレスチェックが義務化に！

厚生労働省サイト⇒

そもそもストレス
チェックって何か
ら始めたらいい
の？

まずは
スケジュールを
立てるぞ！



高年齢労働者の特性に配慮を！ 場合によっては補助金の対象にも。

事業者が講ずべき措置

 高年齢者の災害の増加
 ⇒エイジフレンドリーガイドライン
 ⇒法に基づいた 指針 に格上げ 努力義務 に
高年齢労働者の特性に配慮し、作業環境の改善、作業管理を

Ｒ８．４．１施行



高年齢労働者の特性に配慮を！ 場合によっては補助金の対象にも。



高年齢労働者の特性に配慮を！ 場合によっては補助金の対象にも。

 高年齢者への教育
   管理監督者への教育高年齢者の災害の増加 両方への教育が必要です！
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